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表２　アレルギー性鼻炎に対する舌下免疫療法の禁忌
①　β阻害薬を使用する患者
②　治療開始時に妊娠している患者
③　不安定な重症喘息を合併する患者
　　　　一秒率が70%未満
④　全身的に重篤な疾患を有する患者
　　　　悪性腫瘍
　　　　自己免疫疾患
　　　　免疫不全症
　　　　重症心疾患
　　　　慢性感染症
⑤　全身ステロイド薬の連用や抗癌剤を使用する患者
⑥　急性感染症に罹患している患者
　　　　発熱を伴う感冒
⑦　口腔内疾患を有する患者
　　　　歯科治療
⑧　アドヒアランス不良な患者
⑨　副反応に対する自己対応が不能な患者
